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5. 病院内ブドウ球菌症の溶原性型別についての
研究
一新鮮分離株の簡単な溶原性決定指針 
桜井信夫，小川 直，宇井孝雄，
鈴木雅晴，伊藤貞男(細菌学)
病院内ブドウ球菌症は欧米においては抗生物質治
療が開始されてより次第に問題化し，我が固におい
ても最近乳児保育室内感染およぴ、手術後感染につい
て注目すべき問題となってきた。そしてその感染源
追求はブドウ球菌ファージによる型別によってなさ
れてきた。しかし，同一フアーク型が常に必ずしも
同一感染源に由来するものでなく，その溶源性型別
を行なうことにより異同を明らかにされることは先
of Public J.Am. 1.，(Sakuraiet aに報告した 
Health，1961)。溶原性型別はこの点について有用
ではあるが，手技が面倒なため一般検査室内では実
施し難い欠点、を有している。 
われわれは，協同研究者それぞれの有する症例に
ついて以下の簡単な手技でブドウ球菌分離株の溶原
性の異同をたしかめ得た。即ち，第 1の方法は普通
寒天平板(作製後 24時無菌試験を兼ねて表面を乾
燥したもの)上児被検株の8時間ブイヨン培養菌を
白金ヰをもって一直線K塗抹し約 30分室温で乾燥
する。次いで溶原性決定の標準株のブイヨン培養菌
をそれぞれ被検株に直角に交叉するよう一直線K塗 
抹する。 この寒天平板を 6時間 370CiL格納し次い
で室温K放置し， 24時間， 48時間， 72時間後に観
察する。第2の方法は標準株を先に一直線K接種し 
次いで多数の被検株を標準株i乙交叉するように接種
する。このいずれの方法においても後から接種した
菌株の線上で交叉した点より先の部分に plaqueが
見られる時は，先に接種しておいた菌株がその
plaqueを生じた菌株応対して溶原性である。但し
その決定は通常のファージ分離法lとよって分離した
ファー?を使用して実施すべきであるが，病院検査
室で実施できる溶原性決定には発表した交叉法で充
分なことが明らかにされた。 
6. 食品膚敗細菌に対する系統的研究
相磯和嘉，本橋武夫，池 二郎，
赤塚正平(腐敗研究所)
食品腐敗細菌のうち Micrococcus属について赤
塚は 135株の蒐集株について其の分類と腐敗細菌と
しての意義について報告したが，これらの蒐集株を
含めて更に多数の株を分離して系統的の研究を行つ
た。特に食品中での耐熱性について種々の条件で検
討した。その結果ブドウ球菌の系統に属する株は
600C，30分の加熱に耐えるものが多いことが知られ
l'こ。但し Staphylococcusと Micrococcusを鑑別
するためにヒウ，レイフソン法による方法はなお検
討を要する問題のあることを知った。更に多数の株
について芽胞形成株の有無について実験中である。
嫌気性酪酸菌については本橋の実験により他の
proteolyticの腐敗バクテリアとの聞の拾抗現象に
ついてその機作について検討し，酪酸菌 B2株につ
いてその産生する有機酸の抗菌性を実験した。
叉魚肉ソーセージの腐敗について池は嫌気的腐敗
の原因菌としてc10stridiumsporogenumを記載
したが，魚肉ソーセージの普及に伴い防腐の為に添
加されるニトロフラン系の添加剤に耐性のある細菌
による腐敗の問題が起ってきた。そ乙で池の分離菌
を使用し各種の防腐剤特に新しいニトロフラン製剤
を用いて実験したが，嫌気性腐敗菌については耐性
株は少し他の好気性菌による変敗であることが推
定された。
7. 食品防腐剤の基礎的並びに応用的研究
相磯和嘉，仲村久敬，松山 茂，
柴田鉄郎，斎藤亨，山岡宏
(腐敗研究所)
ニトロフラン誘導体のうちニトロフラゾーン，パ
ナフラゾーン， z一フラン (5-nitro-2-furyl acryl 
amide)等については現在食品添加剤として使用さ
れているが，当教室においては ζれまでニトロフラ
ン系の物質について防腐剤としての基礎的並びに応
用的研究を行ってきた。即ち仲村は食簡について，
松山は豆腐についてそれぞれ防腐効果について検討 
した。斎藤亨はパナゾンの毒性について中毒学的，
薬理学的検査の結果を報告した。
最近ニトロフラン誘導体の研究が進展してすヤれ
た新誘導体が発見されたので，乙れらについて実験
を行った。即ち α-phenyl-(5-nitro)~2-furyl acryl 
amide (AP-1) 及び α-furyl-(5-nitro)ー2-furyl 
acryl amide (AF-2)の二つについてその慢性毒
性試験を実施中である。とれらの物質を食餌中に 
0.05，0.01，0.001% IC添加してラットを飼育した。
ラットはウイスター系のもので 100g前後のものを
用い，合 6匹，♀ 6匹を 1群とした。
現在投与8カ月であるが，各群共体重の増加は無
投与群のそれと同様であり，食慾，毛並，運動等に
